












































































平均年齢 60.33歳 59.94歳 61.58歳
男女比(人） ６:９ １１：７ １９:２１
平均罹患年数 5.93年 5.61年 4.62年
平均入院回数 ０．３１回 ０．７８回 1.46回
平均手術回数 0.67回 0.56回 1.59回
右視力 0.49 0.42 0．３１




































































































初期(%） 中期(%） 後期(%） ｐ値
緑内障病気全般について
Q□
6７ 7２ 6９ 0.07
台療方法 6０ 6７ 6９ 0．０８
点眼方法 4６ 3８ 4６ 0.58
点眼の作用･副作用 6０ 6６ 5２ 0.58
内服の作用･副作用 6０ 5０ 5２ 0.95
手術 6０ 6１ 6７ 0.63
／￣ザ￣ 5４ 7２ 6０ 0.57
病気の進行 6４ 7７ 6９ 0.83
現野の予後 7３ 8３ 7７ 0.72
目標の眼圧値 7３ 7２ 6０ 0.69
入浴 2６ 2８ 3０ ０８０
先髪や洗顔 3３ 3３ 3３ 0.93
非泄 ７ 3９ 2０ 0.46
小出の注意点 4０ 5０ 3３ 0.46
仕事の注意点 3３ 6６ 3５ 0.12
旅行の注意点 4６ 5０ 4０ 0．７１
運転 4０ 4４ 4４ 0.86
運動制限 3４ 5５ 4０ 0.63
壱好品 2７ 6０ 3３ 0.07
飲酒･喫煙 2０ 3８ 3１ 0.12
妊賑･出産 ０ 2３ 1３ 0.25
経済的負担 2７ ６１ 3５ 0．２４
受けられる経済的支援 2７ 2７ 3５ 0.09
身障手帳申請 1３ 4４ 3３ 0.46
外来通院 4０ 5６ 4５ 0.52
宣伝 4０ 6６ 5４ 0２６
禄内障以外の疾患との関
車について 6０ 6６ 6４ 0.96
が緑内障という疾患を受け入れて、セルフケア能力
を高めることができるよう、緑内障の正しい知識を
理解できるよう支援していく。
各ステージにおいて指導や`情報提供を希望する
人が４割以下の項目に、【入浴】【洗髪や洗顔】【排
泄】【飲酒・喫煙】【妊娠・出産】があげられた。【入
浴】【洗髪や洗顔】に関しては､緑内障手術のあと、
術後感染予防のため自己洗髪や洗顔に制限がかか
る。入院中も上記のケアに関しては主治医と連携を
取り術後感染が起こらないよう努めている。そのた
め眼に何らかの影響を及ぼすケアに対しては､退院
後も感染予防できるよう指導を行っていく。【排泄】
に関しては術後、排便時に怒責をかけると、出血を
助長することがあるため、排便コントロールが必要
であることを指導していく必要がある。【飲酒・喫
煙】は過度の飲酒は悪影響を及ぼす可能`性があり、
喫煙は眼圧を上昇させるといわれている。飲酒・喫
煙経験に影響しているのか指導希望が少なかった
が、正常眼圧を維持するためにも、飲酒・喫煙に関
する情報提供は欠かせない。また、【妊娠・出産】
は問題ないといわれているが、点眼薬や内服薬の使
用が制限される場合があるため、妊娠可能な患者に
は主治医・薬剤師と連携をとり、正しい情報提供を
おこなっていく必要がある。
適応外である内容もあり、質問の再構築も検討する
必要がある。アンケートの対象も初期・中期・後期
でばらつきがあり、データーの信頼性は十分とはい
えない。より信頼性の高いデーターを得るためには、
初期・中期のデーター収集をさらにおこなってゆく
必要がある。
Ⅵ、結論
１．緑内障性視野障害の初期・中期・後期の各ステ
ージ別で顕著に指導や情報提供を希望するものは
なかった。
２．【病気全般について】【治療方法】【手術】【病気
の進行】【視野の予後】【目標眼圧値】【緑内障以外
との疾患の関連について】は各ステージで指導や情
報提供を必要としていたす
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Ｖ､研究の限界
当院で通院・治療中の緑内障患者は他の施設から
の紹介患者が多く、患者のほとんどは後期の状態で
あった。また、質問紙の内容は、対象者によって、
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表３.アンケートの自由記載結果
入院時に指導して欲しかった
こと
入院時に指導してもらって
役に立ったこと 外来で指導して欲しいこと
外来で指導してもらって役に立った
こと初
期 ･仕事や外出時の注意点(１
件）
･今後気をつけなければなら
ないこと(1件）
･洗顔､入浴(1件）
･他疾患の薬との関連性(1件）
･失明しないための注意点（1件）
･自覚症状がないので､今後どう
なってゆくか(1件）
･緑内障の正確な情報(1件）
･日常生活の指導(1件）
･目薬の作用や副作用(1件）中
期 ･正常眼圧､眼圧とストレスに
ついて(1件）
･緑内障の進行について(１
件）
･自分の眼の状態について(１
件）
･生活習慣や､仕事の注意点
(1件）
･水分摂取について(1件） ･緑内障の病気自体について知りたい(2件）
･日常生活の注意点(1件）
･視野の予後(1件）
･緑内障の最新情報(1件）
･食べ物との関連性(1件）
･眼圧について(1件）
や今後の進行と注意点（1件）
･視野の進行状況と見え方(1件）後
期 ･手術の詳しい内容(2件）
･どの程度身体を動かしても
よいか(1件）
･化粧をしてもよいか(1件）
･眼圧について(３件）
･眼全般に注意が必要なこと
(1件）
･点眼について(３件）
･視力について(２件）
･点眼方法(３件）
･退院後の自宅での過ごし
方(２件）
〃
･他疾患の薬との関連性(1件）
･どの程度悪くなると手術になる
のか(1件）
･点眼時間や方法(３件）
･眼圧について(1件）
･今後の進行の仕方(1件）
･生活面の指導（1件）
･眼圧をあげないようにするには
(1件）
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